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小林和司部長

インカレでベスト8入りした古川かれんの形 今後の活躍が期待される中野力斗

髙瀬智亨監督 栗田秀哉主将

武
道
だ
っ
た
空
手
に
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
要
素
を
融
合
さ
せ
、
今
日
の
よ
う
な
大

会
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。

髙
瀬
智
亨
監
督
が
説
明
す
る
。

「
武
道
と
し
て
の
空
手
は
、
ど
ち
ら
か
が

立
ち
上
が
れ
な
く
な
る
ま
で
戦
う
も
の
で

し
た
。
試
合
な
ど
を
し
た
な
ら
互
い
に
殺

し
合
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
昔
は

大
会
な
ど
は
な
か
っ
た
ん
で
す
」

空
手
普
及
の
契
機
と
な
っ
た
「
ス
ポ
ー

ツ
化
」
に
、
明
治
大
学
空
手
部
は
大
き
な

貢
献
を
し
た
。

空
手
部
は
、
1
9
3
5
年
（
昭
和
10
年
）

5
月
に
「
明
治
大
学
予
科
唐
手
研
究
会
」

と
し
て
発
足
。
38
年
に
は
四
大
流
派
の
ひ

と
つ
、
和
道
流
の
大
塚
博
紀
師
範
を
迎
え

て
発
展
を
し
て
い
っ
た
。

41
年
に
体
育
会
に
公
認
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
駿
河
台
の
記
念
館
で
全
日
本
学

生
空
手
道
演
武
大
会
を
実
施
。
四
大
流
派

の
主
要
15
大
学
が
技
術
を
披
露
し
た
。
こ

れ
は
当
時
の
空
手
界
に
と
っ
て
、
画
期
的

な
こ
と
。
大
会
が
な
い
た
め
、
大
学
間
、

と
り
わ
け
異
な
る
流
派
の
大
学
間
に
お
い

て
、
交
流
は
乏
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
終
戦

か
ら
5
年
後
の
50
年
に
は
や
は
り
記
念
館

に
全
流
派
20
数
大
学
が
集
ま
り
、
戦
後
初

の
全
国
演
武
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
1
回
全
日
本
で
優
勝

や
が
て
、
佐
藤
八
十
雄
、
堀
口
健
一

（
共
に
42
年
卒
）
や
他
校
の
O
B
が
定
期
的

に
会
合
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
学
連
誕
生

の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。
55
年

10
月
に
明
治
大
学
道
場
で
、
拓
殖
大
学
、

慶
應
大
学
、
明
治
大
学
3
校
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
が
行
な
わ
れ
、
他
校
も
こ
れ
を
観
戦
。

こ
れ
に
よ
り
試
合
化
が
可
能
だ
と
い
う
認

識
が
高
ま
っ
て
、
57
年
11
月
に
旧
両
国
国

技
館
で
第
1
回
全
日
本
学
生
選
手
権
が
開

催
さ
れ
た
。

栄
え
あ
る
第
1
回
覇
者
は
、
明
治
大
学
。

当
時
の
主
将
・
岩
井
達
（
58
年
文
卒
）
は
、

〈
旧
両
国
国
技
館
の
万
雷
の
ど
よ
め
き
の

な
か
で
の
優
勝
の
瞬
間
は
、
極
め
て
平
静

そ
の
も
の
で
あ
り
、
た
だ
、「
こ
れ
で
終

わ
っ
た
」
と
い
う
感
じ
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
賞
品
授
与
式
で
、
優
勝
杯
を

手
に
し
た
時
に
は
、

「
俺
達
は
空
手
部
に
新
し
い
伝
統
を
つ
く

り
出
す
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
」

と
い
う
喜
び
と
共
に
、

「
苦
し
か
っ
た
が
、
俺
は
主
将
の
責
任
を

果
た
し
得
た
ん
だ
」

と
い
う
満
足
感
が
こ
み
あ
げ
、
強
い
感

激
に
ひ
た
っ
た
。
つ
い
で
、
佐
藤
監
督
の

胴
上
げ
時
に
、
宙
を
舞
う
監
督
の
姿
を
見

て
、「俺

達
は
監
督
を
男
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
ん
だ
」

と
い
う
喜
び
が
湧
き
あ
が
り
、
第
2
の

感
激
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
〉

と
記
し
て
い
る
（『
空
手
部
創
立
50
周

年
記
念
誌
』
よ
り
）。

佐
藤
監
督
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
学
連

の
誕
生
と
試
合
実
現
に
奔
走
し
た
佐
藤
八

十
雄
で
あ
る
。

海
外
普
及
に
貢
献
し
た
O
B

岩
井
は
卒
業
後
、
石
油
会
社
に
就
職
。

中
東
勤
務
時
代
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

の
ザ
ィ
ー
ド
国
王
に
空
手
を
教
え
た
経
験

も
あ
る
。
他
に
も
海
外
赴
任
中
に
外
国
人

に
教
え
た
O
B
は
数
多
く
、
空
手
の
世
界

普
及
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

時
代
が
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
、
女
性

も
入
部
す
る
よ
う
に
。
大
澤
美
諭
季
が
3

年
時
の
2
0
0
4
年
、
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン

テ
ネ
グ
ロ
で
開
か
れ
た
世
界
大
会
の
形
に

お
い
て
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
女
子
部
員

の
活
躍
も
目
覚
し
い
も
の
が
あ
る
。

空
手
の
ス
ポ
ー
ツ
化
に
貢
献
し
た
歴
史

も
あ
る
だ
け
に
、
部
の
雰
囲
気
は
明
る
く

民
主
的
。
栗
田
秀
哉
主
将
（
政
経
4
・
日

本
航
空
学
園
）
は
こ
う
語
る
。

「
学
生
主
体
で
運
営
し
て
い
る
の
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
練
習
メ

ニ
ュ
ー
も
、
自
分
達
で
話
し
合
っ
て
決
め

て
い
ま
す
。
上
下
関
係
は
必
要
最
小
限
の

も
の
だ
け
で
、
4
年
も
1
年
も
対
等
。
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
1
年
生
も
意
見
を
言

え
る
環
境
に
あ
り
ま
す
」

若
い
力
で
古
豪
復
活
を

そ
う
し
た
中
で
、
今
年
は
若
い
選
手
が

の
び
の
び
と
力
を
発
揮
し
た
。
中
野
力
斗

（
法
1
・
花
咲
徳
栄
）
が
、
関
東
学
生
体

重
別
選
手
権
男
子
84
㎏
級
で
優
勝
。
古
川

か
れ
ん
（
政
経
1
・
日
本
航
空
学
園
）
は

全
日
本
学
生
選
手
権
女
子
個
人
形
で
ベ
ス

ト
8
に
入
っ
た
。
彼
女
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ
る
。

「
入
学
前
に
見
学
を
し
、
雰
囲
気
の
良
さ

を
感
じ
た
の
で
明
治
を
選
び
ま
し
た
。

し
っ
か
り
練
習
し
、
大
会
で
は
そ
の
成
果

を
す
べ
て
出
し
切
り
た
い
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
自
然
と
結
果
が
つ
い
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
」（
古
川
）

66
年
を
最
後
に
全
日
本
の
優
勝
か
ら
は

遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
、
若
い
力
で
古
豪
復

活
が
期
待
さ
れ
る
。 

（
文
中
敬
称
略
）

空
手
の「
ス
ポ
ー
ツ
化
」
を
推
進

今
日
の
隆
盛
の
礎
を
築
い
た
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─明大体育会の系譜─

空手部第39回
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